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昼 .夜 静 止 歩 行 跳 躍 摂餌 .摂水 毛づくろい 睡 眠 排尿 .排便
昼: 17,134 416 6 3,712 9,140 22,500 0
コマ数(%) (42.4) (57.3) (42.9) (52.0) (53.9) (55.7) (0.0)
夜: 9,706 310 8 3,422 7,824 17,870 54
コマ数(%) (57_6) (42.7) (57.⊥) (48,0) (46.1) (44.3) (100.0)
(コマ数,%)
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で､歩行行動は同じく昼間の行動と解釈され､昼行
性の傾向が多いと判定される｡ 跳躍行動は､夜間に
57.1%(差14.2%)Lt多く認められ､跳躍行動はやや夜
行性の傾向を有する行動であることが分る｡ また､
摂餌 ･摂水行動は､昼間に52.0%(差4.0%)と僅かに
昼間に多い行動であり､昼行性傾向を有すると判定
できる行動である｡ 毛づくろい行動は､昼間に多く
認められる行動であり､毛づくろい行動は53.9%(差
7.8%)とやや昼行性行動と位置づけることができ
る｡睡眠行動は､55.7%(差11.4%)と昼間に多く観察
された行動であるが､ウサギにとっては夜行性の傾
向を有する行動と判定できる｡ その他の行動で排
尿 ･排便行動等は､100.0%(差100.0%)と夜に多く認
められた行動である｡ この行動からウサギの行動と
しては夜行性の行動と解釈できる｡
<考察ならびに結論>
以上を取りまとめてみると､ウサギの7行動特性
のうち昼間 ･夜間の行動を分類すると､7項目のう
ち4項目については昼行性の傾向を有する行動であ
ると判明されたが､3項目については夜行性の傾向
を有する行動であることが判明できた｡しかしなが
ら､この判定方法は､大きな値の相違がある項目の
行動については問題は比較的少ないと思われるが､
その差の平均値は23.9%(4.0-100.0%)である｡ した
がって､昼行性 ･夜行性の行動を分類したこと自体
その判定は非常に微妙であり､少々のデータの誤差
により反対の解釈 (判定)にもなりうるのでこの成
績を批判的に見て頂くようお願いしたい｡今回はオ
ートタイマーによって人工的に昼夜環境を作ったも
のであり､昼 ･夜になってから1時間の借を重点的
に観察しなるべく変化の強い時間帯を解析したつも
りであるが､明確な相違が認められなかった｡この
ことは野ウサギのようなフィールドで生活する自然
照明とは違っている｡昼間でも人工照明に依ってい
るところでは､自然の夜の状態をつくることができ
ない｡つまり施設内で人工照明を消灯すると真っ暗
になりビデオ録画ができなくなってしまうので､豆
電球の照明で夜の環境を作ったこと､自然界では山
奥の人里離れた場所でも真っ暗になることはない｡
兎に角､ウサギの行動特性から昼行性 ･夜行性を論
ずる場合､今回の分析結果からはやや昼行性に傾い
ているが､この点は後日､更にデータを重ねて検討
してみる必要がある｡
<文献>
1)casadyR.B.,SawinP.A.aVanI)amJ.(1966)
:Co皿erCialRabbitRaising,HandbookNo.
209,DepartmentofAgriculture,Washington
D.C.
2)councilofEurope(1983):European
ConventionfortheProtectionof
VartebrateAniznalsusedforExperimental
andOtherScientificPerpouse,AppendixA:
GuidelinesonAccomE)OdationandCare.
Strasbourg
3)InternationalCommitteeonLaboratory
Aninlals(1975):Nitrogenousnutritionof
theRabbit.AECInformationsICLAspecial
reprintN012,01so,Norway
4)KaplanH.M.良TinJnOnSE.H.(1979):The
Rabbit.AModelforprinciplesof
皿a皿alianphysiologyandSurgery.Academic
Press,NewYork,SamFrancisco.London
5)MarkpieceL.L.(1956):Rabbits:ASubject
Bibriography.Colorado,FortCollins
6)SawimP.B.(1950):TheCareandBreedingof
LaboratoryAnimals.ChapmanandHall,
London
7)Te叩letonG.S.(1962):DomesticRabbit
Production,(3rdedn),Danville
lnterstate,Illinois
8)weithbrothS.H" F]attR.E.&KrausA.L.
(1974):TheBiologyoftheLaboratory
Rabbit.AcademicPress,Newyork
